
持続可能な開発目標（SDGs） 
と 

Future Earth 

1 

2017年３月２日 

千葉大学 Future Earth Kick-off workshop 

 

慶應義塾大学大学院教授 

国連大学サスティナビリティ高等研究所シニアリサーチフェロー 

蟹江憲史 



1. SDGsとは？ 



持続可能な開発目標：2030年へ向けた世界の
優先課題 

進捗状況のモニタリングと
評価（法的義務なし） 

2030年の 
世界目標 

17目標  
169ターゲット  

230指標 
の三重構造 

グローバルな性質ですべ
ての国に普遍的に適用 



SDGsとは？ 

 

• 2012年のリオ＋20（国連持続可能な開
発会議）により設定が合意された国際目標 

• ポスト2015年開発アジェンダ（ミレニアム開発
目標後の国際目標）に統合 

• 2013年～2014年 国連でのオープンな作
業部会（OWG）による国際交渉 

• 2014年の国連総会でOWG提案採択（17
目標、169ターゲット） 

• 2015年 ポスト2015年開発目標交渉 

• 2015年9月国連総会にて採択 
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• 『目標 – ターゲット – 指標』の 
   三重構造 

• 進捗状況のモニタリングと評価を実
施（法的義務はなし）  

• 2030年を目指した目標 

• グローバルな性質ですべての国に普
遍的に適用可能 

• 様々な国別の状況、能力、開発レ
ベルや政策及びその優先順位を考
慮 

 



持続可能な開発目標 
 

目標 1.  あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる 

目標 2. 飢餓を終わらせ、食糧安全保障および栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する 

目標 3.  あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する 

目標 4 . すべての人々への包括的かつ公平な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する  

目標 5.  ジェンダー平等を達成し、すべての女性および女子のエンパワーメントを行う 

目標 6.  すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する 

目標 7.  すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な現代的エネルギーへのアクセスを確保する 

目標 8 . 包括的かつ持続可能な経済成長、およびすべての人々の完全かつ生産的な雇用とディーセント・ワーク（適切な雇
用）を促進する 

目標 9.  レジリエントなインフラ構築、包括的かつ持続可能な産業化の促進、およびイノベーションの拡大を図る 

目標 10. 各国内および各国間の不平等を是正する 

目標 11. 包括的で安全かつレジリエントで持続可能な都市および人間居住を実現する 

目標 12. 持続可能な生産消費形態を確保する 

目標 13. 気候変動およびその影響を軽減するための緊急対策を講じる 

目標 14. 持続可能な開発のために海洋資源を保全し、持続的に利用する 

目標 15. 陸域生態系の保護・回復・持続可能な利用の推進、森林の持続可能な管理、砂漠化への 対処、ならびに土地の劣
化の阻止・防止および生物多様性の損失の阻止を促進する 

目標 16. 持続可能な開発のための平和で包括的な社会の促進、すべての人々への司法へのアクセス提供、およびあらゆる
レベルにおいて効果的で説明責任のある包括的な制度の構築を図る 

目標 17. 持続可能な開発のための実施手段の強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する 



目標、ターゲット、指標（案）の例 
目標1 あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を撲滅する 

 

1.1 2030年までに、現在1日1.25ドル未満で生活する人々と定義されている、極度の貧困をあらゆる場所で撲滅。 

 指標（案）：性別、年齢、グループ、雇用状況、地理的（都市・農村）ごとの国際貧困ライン以下にある人口割合 

1.2 2030年までに、各国の定義に従ってあらゆる次元の貧困状態にある、あらゆる年齢の男性、女性および子ども
の割合を少なくとも半減させる。 

 指標（案）：性別と年齢ごとの国内貧困ライン以下で生活する人口の割合； 

                             国の定義によるあらゆる次元からの貧困状態にある男性、女性、子供の割合 

1.3 最低限の基準を含む、各国における適切な社会保達成障制度および対策を実施し、2030年までに貧困層およ
び脆弱層に対し十分な補償をする。 

 指標（案）：性別、distinguishing children、失業者、高齢者、障がい者、妊婦、新生児、業務上負傷者、貧困状
態や脆弱状態にあるなかで社会保障制度の適用を受けている人々の割合 

1.4 2030年までに、すべての男性および女性、特に貧困層および脆弱層に対し、基本的サービスへのアクセス、
オーナーシップ、および土地や他の形態の財産、相続財産、天然資源、適切な新技術やマイクロファイナンスを含
む金融サービスの管理だけでなく、経済的資源に対する平等な権利も保証する。 

 指標（案）：基本的サービスのアクセスを有する世帯人口の割合；法的に認知された書類など土地所有権を有
する総成人人口の割合（性別、所有権別に） 

1.5 2030年までに、貧困層や脆弱な立場にある人々のレジリエンスを構築し、気候関連の異常気象やその他の経
済的、社会的、環境的な打撃や災害に対するリスク度合いや脆弱性を軽減する。 

 指標（案）： 100,000人あたりの災害による死亡、不明、被害者数；世界のGDPに関する災害の直接的経済損
失；国内と地域の災害リスク削減戦略を有する国数 

 
1.a あらゆる次元での貧困撲滅のための計画や政策の実施に向け、後発開発途上国をはじめとする開発途上国に対し、適切かつ予測可能な手
段を提供するために、開発協力の強化などを通じて、さまざまな供給源から多大な資源の動員を確保する。 

 指標（案）：政府が直接的に貧困削減プログラムに配分した資源の割合；政府が公益事業に支出した割合（教育、健康、社会保障） 

1.b. 貧困撲滅のための行動への投資拡大を支援するため、国家、地域および国際レベルで、貧困層やジェンダーに配慮した開発戦略に基づく適
正な政策的枠組みを構築する。 

 指標（案）：特に女性、貧困層、脆弱層を対象とする政府支援の割合 



1992年 環境と開発に関する国連会議（UNCED：地球サミット） 

      ⇒「環境と開発に関するリオ宣言」「アジェンダ21」の採択 

      ⇒「気候変動枠組み条約（UNFCCC）」「生物多様性条約（CBD）」の採択 

      ⇒「地球環境ファシリティ（GEF）」「国連持続可能な開発委員会（UNCSD）」の創設 

2002年 持続可能な開発に関する世界首脳会議 

（WSSD：ヨハネスブルグ・サミット）  

⇒「ヨハネスブルグ実施計画」の採択 

1972年 国連人間環境会議 （ストックホルム会議） 

1987年 『ブルントランド委員会報告書 (Brundtland Report)  

 －Our Common Future－』 

2012年 国連持続可能な開発会議 （UNCSD, Rio+20） 

環境と開発に関連した国際動向 ミレニアム開発目標に関連した国際動向 

1995年 世界社会開発サミット 

2000年 国連ミレニアムサミット  

⇒「ミレニアム宣言」の採択 

⇒「ミレニアム開発目標（MDGs）」の検討、採択（2001年） 

2015年以降の「開発」アジェンダ／持続可能な開発目標（SDGs） 

7 
Transforming Our World 

The 2030 Agenda for Sustainable Development 

国連の最重要課題として 
「開発」が「持続可能な開発」へ 

⇩ 
「環境」と「開発」、そして「社会」

を真に統合 



 ５月２０日  総理を本部長、全閣僚を構成員とするＳＤＧｓ推進本部を設置。 

 第１回会合において「ＳＤＧｓ実施指針」の策定に向けた総理指示。 

 ９月１２日   第１回円卓会議を開催。 

１０月１８日   実施指針の骨子を決定（推進本部幹事会決定）。 

１０月１９日 パブリック・コメントを実施。 

 ～１１月１日 

１１月１１日 第２回円卓会議を開催。 

１２月２２日 第２回ＳＤＧｓ推進本部会合を開催。 

  実施指針を決定（推進本部決定）。 

第２回ＳＤＧｓ推進本部会合で発言する安倍総理（2016年12月）（内閣広報室） 8 

日本政府：これまでの主なプロセス 

相星（2017.1） 



①あらゆる人々の活躍の推進 ②健康・長寿の達成 

③成長市場の創出、地域活性化、 
科学技術イノベーション 

④持続可能で強靱な国土と 
質の高いインフラの整備 

⑤省・再生可能エネルギー、 
気候変動対策、循環型社会 

⑥生物多様性、森林、海洋等の 
環境の保全 

⑦平和と安全・安心社会の実現 ⑧ＳＤＧｓ実施推進の体制と手段 

■一億総活躍社会の実現 ■女性活躍の推進 ■子供の
貧困対策 ■障害者の自立と社会参加支援 ■教育の充実 

■有望市場の創出 ■農山漁村の振興 ■生産性向上  
■科学技術イノベーション ■持続可能な都市  

■省・再生可能エネルギーの導入・国際展開の推進  
■気候変動対策 ■循環型社会の構築 

■組織犯罪・人身取引・児童虐待等の対策推進  
■平和構築・復興支援 ■法の支配の促進 

■薬剤耐性対策 ■途上国の感染症対策や保健システム 
強化、公衆衛生危機への対応 ■アジアの高齢化への対応 

■国土強靱化の推進・防災 ■水資源開発・水循環の取組   
■質の高いインフラ投資の推進 

■環境汚染への対応 ■生物多様性の保全 ■持続可能な
森林・海洋・陸上資源  

■マルチステークホルダーパートナーシップ ■国際協力における
ＳＤＧｓの主流化 ■途上国のＳＤＧｓ実施体制支援 

【８つの優先課題と具体的施策】 

People 

Prosperity 

Planet 

Peace Partnership 

ＳＤＧｓ実施指針の概要 

 実施指針の付表において、関係省庁から提出された国内及び国外の１４０の施策を、
可能な限り具体的な指標と共に掲げた。 9 

相星（2017.1） 



実施とフォローアップ（当面の主要日程） 

２０１７年７月 ハイレベル政治フォーラム（ＨＬＰＦ） 

２０１７年９月 国連総会 

２０１９年９月 首脳級レベルハイレベル政治フォーラム 

２０１９年 首脳級ＨＬＰＦを念頭に実施指針の第1回レビューを実施 

 ４年毎に開催される首脳級（総会議長主催）ＨＬＰＦ会合の第１回。 

 次回、グローバル持続可能な開発報告（ＧＳＤＲ）が発出される予定。 

２０１６年１２月 実施指針の決定 

 毎年閣僚レベルでＳＤＧｓの進捗についてレビュー。 

 来年のＨＬＰＦでは自発的国家レビューにおいて我が国の取組を発表予定。 

 ２０１６年の国連総会では総理が推進本部立ち上げについて発言。ハイレベルで
我が国の取組をアピールする機会。 

10 
相星（2017.1） 



2. SDGsの背景と意義 



ミレニアム開発目標 

（MDGs）の未達成課題 

新たな社会現象と 
不安定化する世界 

SDGsの3つの背景 地球システムの限界 

http://careernetwork.msu.edu/wp-content/uploads/2009/07/twitter-logo.png


ミレニアム開発目標 

（MDGs）の未達成課題 

新たな社会現象と 
不安定化する世界 

地球システムの限界 SDGsの3つの背景 

http://careernetwork.msu.edu/wp-content/uploads/2009/07/twitter-logo.png
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2015年を目標年とした国際開発目標（ミレニアム開発目標、MDGs）の未達成課題 

© 蟹江憲史（慶應大学）・国谷裕子（キャスター） 



持続可能な開発／成長目標とは？ 
Sustainable Development Goals (SDGs) 

進捗状況のモニタリングと
評価（法的義務なし） 

2030年の 
世界目標 

17目標  
169ターゲット  

230指標 
の三重構造 

グローバルな性質ですべ
ての国に普遍的に適用 



ミレニアム開発目標 

（MDGs）の未達成課題 

新たな社会現象と 
不安定化する世界 

SDGsの背景 地球システムの限界 

http://careernetwork.msu.edu/wp-content/uploads/2009/07/twitter-logo.png


悲鳴を上げる地球環境 

Steffenら、2015, 
 Scienceより作成 

⇒ 環境問題の「質」の変化 
身近な環境問題から 
これにプラスして地球変動の課題へ 
Cf.「人類世（anthropocene）」
(Crutzen 2002) 

 気候変動  

成
層
圏
オ
ゾ
ン 

の
減
少 

大気中
のエア
ロゾル
負荷 

海洋の酸性化  
生物化学的循環   

淡水利
用量 
の増大 

土
地
利
用
変
化 

生物圏の変化 

窒素負荷 

リン負荷  

遺伝的多様性  
の減少 

種・生態系 
多様性の減少 

新しい化学物質 
の増加 

限界を超えた危険な状態       
限界を超えつつある状態 
限界内で安全な状態 
限界が不明 

Planetary Boundaries －地球システムの境界 



18 このままの成長パタンでは地球がもたない!! 

人間が地球をかえる：1950年から右肩上がりが急加速 

社会経済的な傾向 地球システムの傾向 

世界人口 実質GDP 

都市部 
人口 

大型ダム 

運輸 

水利用 

電気通信 国際観光 

紙生産 

外国直接
投資 

肥料消費 一次エネル
ギー利用 

二酸化炭素 

成層圏オゾ
ン 

亜酸化窒素 メタン 

表面温度 海洋酸性化 

海洋漁業 エビ養殖 沿岸域 
窒素 

熱帯林 
損失 

農用地 陸域生物
の減少 



2017 TIME 1950 1900 

現時点 

現代人の思考・
制度のベース 

‘Sustainable Development Goals for People and Planet.’ Nature (Vol 495, 21 March 2013). By 
David Griggs, Mark Stafford-Smith, Owen Gaffney, Johan Rockstrom, Marcus C Ohman, Priay 
Shyamsundar, Will Steffen, Gisbert Glaser, Norichika Kanie and Ian Noble 19 

パラダイムを変える起爆剤として期待され
るSDGs 

SDGs時代の「持続可能な開発」 
⇒地球システムの許容範囲内で開発・成長を続けること 
＝「経済」「社会」「環境」の持続性を同時に考える 

経済 
社会 



ミレニアム開発目標 

（MDGs）の未達成課題 

新たな社会現象と 
不安定化する世界 

SDGsの背景 地球システムの限界 

http://careernetwork.msu.edu/wp-content/uploads/2009/07/twitter-logo.png


社会システムの変化と不安定・不確実性 

広がる格差 

パンデミック現象 
移動するひとびと 
（難民・移民） 

国際テロリズム 

21世紀的な社会・世界動向に対応した課題解決が必要 

約30億人のインターネットユーザー 
（世界の世帯の44％） 

約70億人の携帯電話利用者 
約10億人のFacebook利用者 



持続可能な開発／成長目標とは？ 
Sustainable Development Goals (SDGs) 

2030年までの持続可能な開発の「共通言語」 
＝ 

トランスディシプリナリティにとっては貴重な機会 
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SDGsは経済・社会・環境の3側面の相互連関 
を強く認識（インターリンケージ） 

環
境 

社
会 

経
済 

持続可能
な開発 

将来の世代の欲求
を満たしつつ、現在
の世代の欲求も満
足させるような開発 

20世紀型 
持続可能な開発 
（MDGs型） 

21世紀型 
持続可能な開発 

現在及び将来の世代の人類の繁
栄が依存している地球の生命維
持システムを保護しつつ、現在の
世代の欲求を満足させるような開
発 

Griggs, Kanie et al. ‘Sustainable 
Development Goals for People and 
Planet.’ Nature (Vol 495, 21 March 2013).  



目標設定に起因するガバナンス – 新たなガバナンス戦略 

SDGsは新しいかたちのグローバル・ガバナンス 

24 

国際条約 (例－気候変動枠組条約) 
⇒ 国際ルールをつくるガバナンス 

野心レベルの提示からスタート（バックキャスティング） 
実施メカニズム・法的拘束力はなし（各主体が自由につくる） 
 モニタリングと評価のみ 

できることの積み上げ式で 
必要なアクションがとれず（フォアキャスティング） 

これまで
主流 

SDGs 

パリ協定実施でも
脱炭素目標とは大
きなギャップが！ 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=COP15+objection&source=images&cd=&cad=rja&docid=6vD-PjCPXYB4wM&tbnid=eJeGLsijI2EUeM:&ved=0CAUQjRw&url=http://luckybogey.wordpress.com/2009/12/09/the-elephant-in-the-room-at-cop15/&ei=DY-RUcaWLMSVkwX49oHwDQ&bvm=bv.46340616,d.dGI&psig=AFQjCNHrpVHfydV1FwLzk59hNKlP1tfKcA&ust=1368580227795799


3. SDGs策定プロセス 
と 

transdisciplinarity 
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プロセスの妙：ポスト2015年開発アジェンダの主要課題へ 

1-2 Jul.  (NY) 
The Role of Partnerships and 

their Contribution to the Post-
2015 Development Agenda 

30 Jun.-3 Jul. (NY)   
HLPF Non-ministerial meeting 

7-9 Jul. (NY)   
High-level aspect of the Forum 

1 Sep. (NY)   
High-level Stock 
Taking Event on 

Post-2015 Agenda 

1-12 Dec. (Peru) 
UNFCCC COP 
20/CMP 10 

2013 2014 2015 
 
 
 

Sep.  
(NY) 
70th 

UNGA  

Jul.  
UNSG’s 
Report 

21-23 Sep. 
(TBC) 

UN Summit 
to adopt the 
post-2015 

development 
agenda 

 
24 Sep. 
(TBC) 

Approval  
by UNGA 

Intergovernmental Committee  

of Experts on Sustainable 

Development Financing 

UN SG High-Level 
Panel (Jul. 2012 - 

May 2013) 

Consultations by 
theme/country 

 
 
 

Sep. 
(NY) 
68th  

UNGA 

Expert Group Meeting on Science  

and SDGs (Mar. 2013)  Technical Support Team 

Expert Group 

30 Nov. 
-11 Dec.  
(Paris) 

UNFCCC COP 
21/CMP 11 

14-18 Mar. 
(Sendai, Japan) 

3rd World 
Conference on 
Disaster Risk 

Reduction 

4-8 Nov. (Okayama, Japan)   
Stakeholder Meetings, World Conference on ESD 

10-12 Nov. (Aichi, Japan)   
World Conference on ESD 

By June 2015 (TBC) 
Hearing with civil 

society and the private 
sector to provide input 

Global Sustainable Development Foundation 

Future Earth 

 
 
 

16-29 
Sep. 
(NY) 
69th 

UNGA  

4 Dec.   
UNSG’s 

Synthesis 
Report 

International Conference on Financing for 

Developments (27-29 Jan. / 13-17 Apr. / 13-16 Jul.) 

26 Jun. – 8 Jul.  
High Level 

Political Forum 

• 19-21 Jan.  Stocktaking 
• 17-20 Feb.  Declaration 
• 23-27 Mar.  SDGs and targets 
• 20-14 Apr.  Framework for monitoring and review 

of implementation  
• 18-22 May  Means of Implementation and Global 

Partnership for Sustainable Development 
• 22-25 Jun. / 20-24 Jul. / 27-31 Jul. Finalization of 

the outcome document 
• 25-27 Sep.  United Nations Summit to adopt the 

post-2015 development agenda 

Post-2015 Intergovernmental Negotiations  

(Jan. – Jul. 2015) 

Integrating 
Post MDGs 
and SDGs 
processes 

Sustainable Development Solution Network 

Open Working Group on SDGs  

(Mar. 2013 – Jul. 2014) 

Independent Expert 
Advisory Group on the Data 

Revolution for Sustainable 
Development (IEAG)  

 (Aug. – Nov. 2014) 

<Towards SDGs Indicator Adoption> (Informal) 

• Jul. 2015: 1st proposal of an indicator framework  
                      Complete a first proposal 
• Sep. 2015: Formal adoption of the post-2015 agenda 
• End of 2015: Deliver final update of the indicator framework 
• Feb 2016: official adoption 

United Nations Statistical Commission (UNSC)  

(Mar. 2015 – Mar. 2016) ・・・・・・ 



SDGsを作り上げたプロセス上の工夫 

1. オープンな作業部会（OWG）の２／３はステークホル
ダーや研究者を招いた現状把握 
 科学と政策のインターフェイスが強化 
 実質ベースの議論が可能に 

⇒ 結果として、通常の外交文書で使用されないような（科学的）
言語が成果文書に 

2. 国連史上最大のコンサルテーション 

3. 「30の政府専門家」が70ヶ国によって共有 
１国１席（６）、２国１席（９）、３国１席（１４）、４国１席（１）。日本は
イラン、ネパールと。 

伝統的な交渉連合（coalition）がくずれ、実質的論議可能に 
コロンビア、ガテマラ等「途上国の中の途上国（中進国）」が主導 

4. 共同議長（ケニア国連大使とハンガリー国連大使）の信
頼に基づいたテキスト交渉 
 未決事項を括弧【】に入れるのではなく、全て議長預かりでの
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OWG-1:  

General discussion (including “achieving and building on the MDGs,” “balancing the three 
dimensions, linking priority areas,” “national application of global goals,” “guiding principles” 
and “means of implementation.”) 

  

OWG-2:  

Conceptualizing the SDGs  

Poverty eradication  

  

OWG-3:  

Food security and nutrition, sustainable agriculture, desertification, land degradation and 
drought  

Water and sanitation  

  

OWG-4:  

Employment and decent work for all, social protection, youth, education and culture 

Health, population dynamics  
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OWG-5:  
Sustained and inclusive economic growth, macroeconomic 
policy questions (including international trade, international 
financial system and external debt sustainability), 
infrastructure development and industrialization  
Energy 
  
OWG-6:  
Means of implementation (financing, science and technology, 
knowledge-sharing 
and capacity building) 
Global partnership for achieving sustainable development  
Needs of countries in special situations, African countries, 
LDCs, LLDCs, and SIDS as well as specific challenges facing the 
middle-income countries  
Human rights, the right to development, global governance  
  
OWG-7:  
Sustainable cities and human settlements, sustainable 
transport 
Sustainable consumption and production (including chemicals 
and waste)  
Climate change and disaster risk reduction  
  
OWG-8:  
Oceans and seas, forests, biodiversity  
Promoting equality, including social equity, gender equality 
and women’s empowerment 
Conflict prevention, post-conflict peacebuilding and the 
promotion of durable peace, rule of law and governance 



ターゲット設定は国連で画一的にせず、国やステークホルダーでの設定の余地を残すべきとのS-
11研究成果が最終成果文書に反映 

国連レベルのターゲットを直接国やステークホルダーに還元するモデル（アプローチ１）と、入れ
子状にターゲット設定をする（国連レベル→地域レベル→国レベル→地域レベルと（数値）目
標を還元）モデル（アプローチ２）とを提示 



超学際 transdisciplinarityを活かすプロセス 

研究課題の設定、
アウトプットの創
出、実現プロセス
で研究者と政策
担当者・ステーク
ホルダーが協働 

研究者、国連担当者、政
府代表、共同議長等で
のワークショップ（NY） 

議論内容の概念化、
学術的根拠に則った
提言策定・公表 

成果文書 
＆ 
学術出版物 



4. Future Earth 
と 

SDGs 



SDGsのモニタリング・評価プロセスに
おける科学との協働 

SDGsは目標／ターゲット／指標とその進捗評価 

⇒ 人間の福祉向上（human well-being）と地球
システムの保全（planetary well-being）双方の
評価には科学的の役割が大 

 

科学の側も実践的取り組みを重視（トランス・ディシ
プリナリ研究） 
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フューチャー・アース    
http://www.futureearth.org/ 

国際的研究連携のプラットフォーム 
【目的】 

• 地球環境の変化に伴い地球が直面している危機に対応 

• 地球規模課題を解決 

• 持続可能な社会への転換 

【活動】 

• 科学の統合  (人文社会科学・自然科学の連携・統合） 

• 社会との智の共創と共有 

  (社会のステークホルダーとの超学際的連携・協働） 

  コ・デザイン、コ・プロダクション、コ・デリバリー 

• FEのプロジェクト同士、FE外の既存の関連プログラムやプロ
ジェクトとのネットワーク構築、協働、情報交換の場を提供 



Sustainable Development Goals 
Knowledge Action Network 

KAN – Key device to materialize solution-oriented research 

SDG KAN - Enhancing the contribution of research in achieving 
the Sustainable Development Goals 

SDGs KAN 

SDG KAN Leadership Team: David Griggs (Aus), Norichika Kanie (Jpn) and Jimena Leiva (Guatemala) 

SDGs are the practical 
definition of Sustainable 
Development until 2030 

co-design,  
co-production, and 
co-delivery 



研究への課題 
SDGsは「持続可能な開発」の研究と政策を結ぶ共通言語：trans-
disciplinarity（超学際）への期待 
 
1. Synergy and Trade-offs 

• 課題間のインターリンケージがどうなっているのか？【自然科学的連関】 
• 課題間の調整・統合実施にかかる制度的メカニズムはどうなっているのか

（国際・国内制度）？【社会科学的連関】 
• 上記2者の相互関係はどうなっているのか？【トランスディシプリナリーな課題】 
→SDGsの課題の幅を考えると、研究「プログラム」レベルの課題 

2. International-Domestic linkage 
• 国際目標と国内実施のリンクはどうなっているか？ 
• 地方創生等国内（ローカル）実施によるSDGsの機能（ローカルと国際・

長期を結ぶ）やあり方の研究、国際比較等 

3. Partnershipsとガバナンス 
• SDGsが生み出す新たなパートナーシップ（認証制度、標準、表彰制度な

ど） 
• 「目標によるガバナンス」がどのように機能するか？（Kanie and 

Biermann eds. Governing through Goals, MIT Press, 2017) 
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12.3 2030 年まで
に小売・消費レベルに
おける世界全体の一
人当たりの食品廃棄
物を半減させ、 収穫
後損失などの生産・サ
プライチェーンにおける
食品の損失を減少さ
せる 

2.1 2030年までに飢餓を撲滅… 
2.2 2030年までにあらゆる形態の
栄養失調を撲滅… 
2.4 2030年までに持続可能な食
糧生産システムを確保… 

4.7  2030年までにすべて
の学習者が持続可能な開発
を推進するための知識とスキ
ルを獲得… 

6.4 2030年までに、全
セクターにおいて水の利用
効率を大幅に改善… 

8.2  多様化、技術向上および
イノベーションを通じた高いレベル
の経済生産性を達成… 
8.4 2030年までに消費と生
産における世界の資源効率を
漸進的に改善… 

9.4 2030年までに資源利用
効率の向上とクリーンな環境に
配慮した技術および産業プロセ
スの導入拡大を通じ、インフラ
の改良や産業の改善… 

13.2 気候変動対策を、国家
の政策、戦略および計画に組み
込む 

17.14 持続可能な開発のための政策
の一貫性を強化… 
17.16 マルチステークホルダー・パート
ナーシップを促進… 
17.17 効果的な公的、官民、市民社
会のパートナーシップを奨励・推進… 

12.2 2030年までに天然資
源の持続可能な管理および効
率的な利用… 
12.5  2030年までに予防、リ
デュース、リユース、リサイクルによ
り、廃棄物の発生を大幅に削
減… 

具体的課題解決には多くのSDGsが相互連関 

調整 

効果 

効果 

効果 

同時達成 

同時達成 

© 蟹江憲史（慶應大学）・国谷裕子（キャスター） 



David Griggs, Mark Stafford-Smith, Owen Gaffney, Johan Rockstrom, Marcus C Ohman, Priay 
Shyamsundar, Will Steffen, Gisbert Glaser, Norichika Kanie and Ian Noble, ‘Sustainable 
Development Goals for People and Planet.’ Nature (Vol 495, 21 March 2013).  

地球システム維
持に必要な要素 

ミレニアム開発
目標（で積み残
した）課題 

統合型 
持続可能な開発目標 

ここに位置する
のが統合目標 



Måns Nilsson, Dave Griggs and Martin Visbeck , Map the interactions between Sustainable Development Goals, Nature 534, 320–322 (16 June 2016) 
 doi:10.1038/534320a 



SynLink SDGs 
Research and Action Framework for Synergistic Natural and 

Institutional Linkages between the SDG Targets 
Co- hosted by Keio GESL/ UNU-IAS / Earth System 

Governance/Future Earth SDG KAN 

• 2017年3月5~7日 NY郊外にて開催 

• SDGsのターゲット間のリンク創出が政策・制
度的に及ぼす影響の同定と改善へむけたア
クション創出のためのワークショップ 

• 参加者：研究者20人＋ステークホルダー20
人（国連事務局、政府代表、ハンガリー大統
領府、WRI、UNEP等） 
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securing effective implementation of actions to attain the 
SDG targets 

understanding interaction 
of the SDG targets in 

addressing a particular 
problem 

 institutional dimensions to 
address the targets, and 

develops governance 
mechanisms to enhance and 

facilitate synergistic 
interactions and to reduce and 
eradicate negative interactions 

natural and social scientific knowledge 
on the interaction between economic, 
social and environmental dimensions 

of sustainable development 
social scientific and stakeholder 

knowledge on inter-
linkage/interplay/orchestration/part

nerships/private 
governance/certificate, etc. 

An implementable framework to bring these two 
tasks interactively together 



SDGsを活用する意義 

意義：多元主義的に活動を広げるツール 
 活動のLegitimacy（正当性）や公共性（への貢献）を示すことができる 

 企業にとってのメリット 
 持続不可能な活動に対抗するための「外圧」として利用できる 

 SDGsは共通言語 
 異なるステークホルダーとの協働・連携につながる（学界と社会の連携にも貢献の可能
性） 

 多様な国で、発展に持続的に貢献出来ることを示せる 
 開発途上国の開発戦略への結びつけもやりやすくなる 

 課題相互間のリンクを示すことが出来る（課題の見える化） 
 グローバル・長期の課題とローカル・短期のアクションを結びつける 

 政策や活動の視点を広くする 

 同じ目標への活動を集めることで、スケールアップや連携を可能にする 
 目標によるタグ付け、ベストプラクティスや課題の共有で連携を可能に 
 パートナーシップの創出 
← 地球規模の課題への対応にはスケールアップが必要 

 「世界基準」での評価ができる 
 投資などの評価基準に 


